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7月は自治労労働安全衛生月間
産業医を中心とした専門家チームを県庁全体の司令塔に、メンタルヘルス対策を！
「予防」－「早期発見・早期ケア」－「復職サポート」対策の有機的な連携が必要です！

長時間労働はメンタルヘルス不全の元
厚生労働省の「過重労働・メンタルヘルス対策の在り方に係る検討会」の報告書（平成16年8月）では、「精神障害等の労災補償状況を見ると、請求件数、認定件数とも近年増加しており、そのうち未遂を含めた自殺の労災認定件数は年間40件に及んでいます。これら精神障害による自殺の労災認定事案の分析結果をみると、平成14年度以前に労災認定された51件の事案のうち、27件において月100時間以上の時間外労働時間が認められ、長時間労働が心の健康にも大きく関与していることが考えられます。
また、企業における過重労働対策の効果に関する研究結果によれば、「長時間労働を行った者に対する面接等の結果、当該労働者を医療機関に紹介したことのある産業医は全体の37.5％であり、そのうち59.1％の産業医が労働者を抑うつ状態と診断」としており、現在もこの傾向は続いています。
よりよいメンタルヘルス不全対策を！
　自治労県職労は、10年以上前からメンタルヘルス不全対策を重点課題に位置付けて運動を進め、相談窓口の開設、リハビリ勤務の導入、精神科医の産業医の配置など、多くの成果を実現してきました。

　その結果、神奈川県はメンタルヘルス不全対策の先進県となりましたが、現状からすれば、まだまだ十分とは言えず、現在次の改善を求めています。

要求：職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。
解説：「予防」、「早期発見、早期ケア」、「復職サポート」対策の有機的な連携が必要です。そのためには、産業医を中心に、保健師等の専門家からなる県庁全体の司令塔が不可欠です。
要求：メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場については、産業医の監督のもとで、その原因を調査すること。

解説：労災・職業病が発生した場合は、その原因の究明が義務付けられています。メンタルヘルス不全も同様であり、プライバシーを理由にした当局の不作為は許されません。
要求：職場支援対策として、メンタルヘルス不全による療養休暇者・休職者が発生した職場に対して、人的配置を行うこと。

解説：倒れた職員をカバーする職員が倒れる「メンタルドミノ」を防止し、「みんなに迷惑をかけるのでは」という不安を払拭し、安心して療養するためには、人員配置が不可欠です。

　　また、他の病気や怪我とは異なり、メンタルヘルス不全の場合は、「復帰できる状況」＝「フルに働ける状況」ではありません。無理なく復帰できるよう、復職後の一定期間、手厚い人員配置を行うべきです。
要求：予防対策として、職場巡回相談を充実させること。また、管理監督者研修をはじめ階層別研修でのメンタルヘルス研修を一層充実させること。

解説：多様な相談の機会が求められています。特に出先機関では、相談の機会が限られています。また、まだまだメンタルヘルスの認識の薄い管理監督者がいます。管理監督者の必須課題としてメンタルヘルス研修を充実させる必要があります。
要求：早期発見・早期ケア対策として、採用半年後に保健師による面談を実施すること。

解説：就職という急激な生活環境の変化、人間関係など、新採用職員が不安を抱く条件はたくさんあります。悩みを聞く機会が必要です。
要求：復帰支援策

①リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うこと。

②復職支援計画全般を産業医が管理する体制とすること。

③リハビリ勤務中の公務災害・通勤災害に対応するため、損害保険等の加入を検討すること。
解説：
①リハビリ勤務については、「復職後のリハビリ勤務にすべきではないか」、「復職にあたってリハビリ勤務が『義務』のように強制される」、「本人の状況に関わらず、3ヶ月のリハビリを求められる」等々の声があります。制度全般について、改めて検証を行い、必要な改善をすべき時期です。

②主治医には職場のことはわかりません。産業医が本人や職場と話し合い、復職計画づくりに参画し、経過を管理する必要があります。

③現在のリハビリ勤務は「復職前」のため、正式な「勤務」ではありません。そのため、通勤手当は支給されず、通勤時や職場で事故等に遭った場合も、通勤災害・公務災害に認定されません。安心してリハビリ勤務が行われるよう、既に埼玉県でも導入している損害保険への加入を早急に検討する必要があります。

県職員のためのメンタルヘルス外部相談窓口
職員厚生課からすでにお知らせがされていますが、７月から県内５か所のクリニックで、メンタルヘルス相談が無料で受けられるようになりましたので、ご紹介します。
《利用対象者》

職員本人(日々雇用職員、公立学校共済組合員を除く。)職員の家族、職員の上司、同僚等

《相談場所》

別表の５か所のうち、希望するクリニック
《相談日・時間》

希望するクリニックの診療日の診療時間内
《相談内容》

・職員本人による心身の不調(職場の人間関係、業務上のストレス等)に関する相談

・部下、復職者、職場リハビリ中の職員等に対する対応方法
・その他メンタルヘルスに関すること
《相談費用》

無料（ただし、医師の判断により投薬が必要となった場合は、一般診療となり保険証が必要。一般診療では自己負担３割がかかります。）

《申し込み方法》　事前予約制
●予約受付
神奈川県精神神経科診療所協会 事務局

●電話番号：045(312)8989
●予約時間：月曜日～土曜日の9:00～17:00

　　　　　　ただし、土曜日は13:00まで

※相談者の職員番号と氏名を伝えて予約を取ります。
《別　表》
	クリニック名
	住　　　所

最　寄　駅
	診療日
	診療時間

	さいとう

クリニック
	横浜市神奈川区反町 3-22-4

東急東横線「反町駅」下車徒歩3分
	月～土
	9:00～13:00

15:00～18:00

(土曜日は午前のみ)

	三木メンタル

クリニック
	横浜市西区平沼1-1-3

横浜オーシャンビル3F

横浜市営地下鉄｢高島町駅｣下車徒歩2分
	月～土
	9:00～13:00

15:00～19:00

(土曜日は午前のみ)

	あおぞら

クリニック
	相模原市中央区鹿沼台2-10-16
第3SKビル3F

JR横浜線「淵野辺駅」下車徒歩3分
	月～土
	9:00～12:00

15:00～18:00

(金曜日は午後のみ)

	中村メンタル

クリニック
	茅ヶ崎市東海岸北2-1-55

KNビル2F

JR東海道線「茅ヶ崎駅」下車徒歩3分
	月～土
	9:00～11:30

13:30～16:00

(木曜日は休診
月・金曜日は午前のみ)

	汐入メンタル

クリニック
	横須賀市汐入町2-7-1

山下ビル２F

京浜急行｢汐入駅｣下車徒歩3分
	月～土
	9:00～18:00

(受付は17:30まで)




《注意》　クリニックでの相談は、一般の診療の中で行われます。
いのくら保健医療分科会

シックハウス症化学物質過敏症
・日時：８月１０日（土）14時から

・会場：横浜市開港記念会館
・内容：活動報告／相談事例を踏まえた現状報告や労災裁判の状況
☆入場無料
※希望者は、当日直接会場へお越しください。
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